
  

教育委員会９月定例会 会議録 

 

 

  １ 開催日時    令和３年 ９月 １日（水） 午後３時から午後３時30分 

 

  ２ 場  所    教育委員会室 

 

  ３ 出席委員    教  育  長   丸 山  陽 一 

            同職務代理者   近 藤  守 

            委    員   倉 石  和 明 

            委    員   塚 田  まゆり 

            委    員   茅 野  理 恵 

 

  ４ 説明のために会議に出席した者 

            教 育 次 長   樋 口  圭 一 

            教 育 次 長    勝 野  学 

            参 事 兼 

            学校教育課長  

            教育次長副任兼 

            総 務 課 長 

            文化財課長   前 島  卓 

            博 物 館 長   丸 野  俊 朗 

            総務課長補佐   石 坂  陽 子 

 

  ５ 書  記    総 務 課 

庶務担当係長    

 

 

藤 澤  勝 彦 

 

和 田  美 香 

 

上 石  秀 明 
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 丸山教育長が開会を宣した。 

 

＜教育長あいさつ＞ 

 ９月になり涼しくなってきたが、長野県内では依然として新型コロナウイルスの新規感染者

が連日発表されている。そのような中、新型コロナウイルスの感染拡大を徹底的に食い止める

という観点から、長野県では、全県に出している特別警報Ⅱを９月12日まで延長し、９月３日

から12日までを「命と暮らしを救う集中対策期間」として対策を強化するということである。

これに合わせ、本日の委員会では教育委員会が所管する施設の取り扱いについてご報告させて

いただきたい。 

 市内の小中学校では夏休みが明けたが、新型コロナウイルス感染への不安から自主的に学校

を休む児童生徒が増えている状況で、夏休み前には小中学校合わせて６人ほどだったものが、

８月末には51人となった。これらの児童生徒については、感染者や濃厚接触者と同様に欠席扱

いではなく出席停止扱いとし、学びを止めないようオンラインによる授業を実施することで、

オンラインを通じ学校と繋がることができ、心のケアにも対応している。しかしながら、この

ような休みが長引くのは、児童生徒にさらに大きな影響が出てくると懸念される。不安を抱く

保護者に対し、学校で行っている感染予防対策を十分に周知しつつ、学習環境の確保や児童生

徒の心のケアについてさらに検討を進めてまいりたいと考えている。定例会終了後の勉強会で

もこれら学校での対策の状況を報告させていただきたい。 

 

 

＜協議事項＞ 

 協議１号「性別欄の廃止に伴う関係教育委員会規則の整備について」 

  丸山教育長が事務局に説明を求めた。 

  藤澤教育次長副任兼総務課長が説明した。 

  ・性的少数者の人権に配慮し、性別の記載を要する事務を見直すこと等に伴い関係規則の 

整備を行なうもの。 

   

  丸山教育長が諮ったところ、原案のとおり承認された。 

 

 

 協議２号「長野市立博物館分館 ミュゼ蔵の廃止について」 

  丸山教育長が事務局に説明を求めた。 

  丸野博物館長が説明した。 

  ・現在の賃貸借契約が満了する今年度末をもってミュゼ蔵を廃止するもの。 

  ・平成27年12月に廃止の提案をして以来、地元住民と協議を続けていたが、新型コロナウ

イルス感染症拡大に伴い、土蔵造りで窓などの開口部も少なく十分な換気ができないこ

とから、令和２年春から現在に至るまで休館している。 

  ・施設については、賃貸借契約の規定に基づき原状回復を行った上で所有者に返還する。 

   

  丸山教育長が諮ったところ、原案のとおり承認された。 

 

 

＜その他＞ 

○教育委員会の主催、共催及び後援事業について （藤澤教育次長副任兼総務課長） 

 主催事業１件、共催事業１件、後援事業25件（賞状交付２件） 
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〇「信州藩校サミット」について （前島文化財課長） 

 ・令和２年10月の旧文武学校リニューアルオープンに合わせ本来開催する予定であったが、

延期をしていたところであり、この度改めて開催する。 

 ・松代小学校をはじめとした藩校をルーツにもつ県内５校に通う小中学生達が、学びの大

切さについて意見交換を行うシンポジウムを松代文化ホールの会場で、ＷＥＢ配信を行

い開催する。松本市出身の池上彰さんをコーディネーターに迎え、文化財の活用事例と

して、観光やまちづくりだけではなく学校教育にも活かされているということを「藩校

ならではの活用事例」として広く伝える機会としていきたい。 

 ・第１部 各学校の歴史や学びの特徴、学びのルーツにまつわる総合学習の発表。 

第２部 第１部の発表を基に意見交換。 

第３部 池上彰さんの講演。 

最後に、信州藩校サミット宣言を行う。 

・コロナ禍のため、オンラインでの参加、視聴である。 

 

 〇「命と暮らしを救う集中対策期間」における市有施設の休館・一部休止のお知らせ 

                         （藤澤教育次長副任兼総務課長） 

 ・長野県が行う集中対策期間に合わせて行うもの。（本日プレスリリース）  

 

 委 員 今後、学校体育館の社会体育利用はどうするのか。子どもが使う上で、どのよう

に扱うべきか。学校と共有しているところもあるので、取り扱いを考えていく必

要がある。 

 勝野教育次長 

     学校ではなくスポーツ課が管轄する市内の体育館では、使用を止めないとしてい

る。学校も同様と考えている。 

 委 員 今後感染者が増え、学校閉鎖になった場合には当然体育館も閉鎖になる。 

 

 

  次回以降の日程確認（藤澤教育次長兼総務課長） 

   10月定例会 10月６日（水）午後３時から 教育委員会室 

   11月定例会 11月10日（水）午後３時から 教育委員会室 

 

丸山教育長が閉会を宣した。 
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令和  年  月  日 

 

 

     会議録署名委員 

 

 

         教育長 

 

 

 

         同職務代理者 

 

 

 

         教育委員 

 

 

 

         教育委員 

 

 

 

         教育委員 

 


